
【】中学理科 1年：金属の性質         [FdText：中学・塾用ワープロデータ教材] 

[要点] 

・金属の性質：① みがくと光る(金属光沢
こうたく

) 

② たたくとよくのびる 

③ 電気や熱を通す(非金属でも電気を通すものもある(鉛筆のしん(炭素))) 

・磁石に引きつけられるものとそうでないものがある。(金属に共通の性質ではない) 

 

[A 要点確認] 

金属に共通する性質は，(1)(  )(金属光沢), (2)たたくと,(   ),(3)(  )が流れやす

く, (  )が伝わりやすい の 3 つである。(  )などは磁石に引きつけられるが,銅やアル

ミなどは引きつけられない。したがって,磁石に引きつけられることは金属に共通の性質で

(  )。金属でないものは(  )という。 

金属に共通する性質は，(1)(みがくと光る)(金属光沢),(2)たたくと,(のばしたり,広げたりで

きる),(3)(電流)が流れやすく,(熱)が伝わりやすい の 3 つである。(鉄)などは磁石に引きつ

けられるが,銅やアルミなどは引きつけられない。したがって,磁石に引きつけられることは金

属に(共通の性質ではない)。金属でないものは(非金属)という。 

 

 

[B 問題] 

 次の各問いに答えよ。 

(1) 金属に共通する性質を 3つあげよ。 

(2) 物質のうち，金属でないものを何というか。 

(3) 電気が流れるものはどれか。すべて選び，記号

で答えよ。 

(4) 磁石に引き付けられるものはどれか。すべて選

び，記号で答えよ。 

[解答] 

(1) ①みがくと光るⅢ  ②たたくとよくのびるⅣ  ③電流が流れやすく熱が伝わりやすいⅡ 

(2) 非金属Ⅳ (3) アイウオカキⅤ (4) アキⅣ 
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[C 問題] 

 固体の物質 A～D がある。これらの性質を調べるため，次の実験を行った。ただし，A～D は，

鉄，ガラス，木，アルミニウムのいずれかである。 

[実験 1] 電気を通したのは B，D であった。 

[実験 2] A を燃やすと，二酸化炭素が発生した。 

(1) 物質 A～D のうち，ガラスはどれか。記号で書け。 

(2) 物質 A～D のうち，金属はどれとどれか。記号で書け。 

(3) (2)の 2 つの物質を区別するには，どのような方法があるか。簡単に書け。 

[解答] 

(1) CⅠ (2) B と DⅠ (3) 磁石を使って調べる。鉄は磁石につくが，アルミニウムはつかない

Ⅱ 

 

 

[C 問題] 

(1) 金属に共通した性質でないものは，次のア～エのどれか，記号で答えよ。 

ア 電気をよく通す  イ 磁石につく 

ウ みがくと特有の光沢が見られる  エ 熱をよく通す 

(2) 金属は共通して｢みがくと光る｣という性質をもっている。これを何というか。 

(3) 電流が流れる物質の中には金属でないものがあるが，その例を 1つあげよ。 

[解答] 

(1) イⅡ (2) 金属光沢Ⅰ (3) 炭素 

 

 2



【】物質の密度 

[要点] 

(1) 上皿
うわざら

てんびん 

・調整ねじで調節→針が左右に等しく振れればつりあっている。 

・右ききの場合操作するものを右にのせる(薬品をはかりとる場合

は，両方の皿に薬包紙をのせ，薬品を右にのせる。物体の質量を

測るときは分銅
ふんどう

を右にのせる)。(分銅はピンセットであつかう)。 

・分銅は重いものから先にのせる。(1g＝1000mg) 

・しまうときは，一方の皿を他方の皿に重ねておく。 

(2) メスシリンダー 

・目の位置は液面と同じ高さ。液面のへこんだ部分を真横から読む。 

・1 めもりの 10 分の 1まで読む。 

(3) 密度 

・ふつう 1cm3 あたりの質量(g)で表す。物質によって密度が異なるの

で物質を見分けることができる。 

　　　体積

質量
＝密度

)(
)()/( 3

3

cm
gcmg

[A 要点確認] 

(上皿てんびん) 

まず,(  )な台の上に置き皿をのせる。次に,B の(  )

で A の針の振れ幅が,(  )ように調節する。 

右利きの人が物体をはかる場合,物体を(  )の皿にの

せ,右手で操作しやすいように分銅を(  )の皿にのせ

る。また分銅は(  )ものからのせていく。 

粉末の物質を測るときには,皿に直接のせず,両方の皿に

(  )をしいておく。右手で操作するのは薬品でなので,

薬品を右の薬包紙にのせ,左に分銅をのせる。 

使い終わったら,皿を(  )に重ねておく。 

 

まず,(水平)な台の上に置き皿をのせる。次に,B の(調節

ねじ)で A の針の振れ幅が,(左右等しくなる)ように調節

する。 

右利きの人が物体をはかる場合,物体を(左)の皿にのせ,

右手で操作しやすいように分銅を(右)の皿にのせる。ま

た分銅は(重い)ものからのせていく。 

粉末の物質を測るときには,皿に直接のせず,両方の皿に

(薬包紙)をしいておく。右手で操作するのは薬品でなの

で,薬品を右の薬包紙にのせ,左に分銅をのせる。 

使い終わったら,皿を(片方)に重ねておく。 
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(メスシリンダー) 

メスシリンダーの目盛りは,図の(  )の方向から

(  )の位置を読む。めもりは目分量で1めもりの(  )

分の 1まで読みとる。この図の場合は(  )CC と読める。 

 

メスシリンダーの目盛りは,図の(b)の方向から(C)の位

置を読む。めもりは目分量で 1 めもりの(10 分の 1)まで

読みとる。この図の場合は(9.20)CC と読める。 

(密度) 

密度は,(  )で計算する。たとえば，体積が 5cm3で質量が 20g の物質の密度は, 

(  )g/cm3 である。同じ物質では密度は同じで,物質が異なれば密度は(  )。 

密度は,((質量)÷(体積))で計算する。たとえば，体積が5cm3で質量が20gの物質の密度は,(20

÷5＝4g/cm3) である。同じ物質では密度は同じで,物質が異なれば密度は(異なる)。 

 

[B 問題] 

 上皿てんびんの操作について，次の各問いに答えよ。 

(1) 上皿てんびんは，振動の少ない( ① )なところに置き，

針が左右に( ② )ふれることを確かめる。つり合って

いないときは B の( ③ )で調節する。次に計ろうとす

るものを一方の皿にのせ，他方の皿に少し( ④ )と思

われる分銅をのせる。また，片づけるときは皿を( ⑤ )おく。 

(2) 一定量の薬品をはかりとる場合，両方の皿にあらかじめのせておく図の Aは何か。 

[解答] 

(1)① 水平Ⅲ ② 等しくⅡ ③ 調節ねじⅢ ④ 重いⅡ ⑤ 片方に重ねてⅢ (2) 薬包紙
やくほうし

Ⅴ 

 

 

[B 問題] 

(1) 右ききの人が，ある物体の質量をはかるためには分銅は右にのせるか，左にのせるか。 

(2) ある物体が，50g，2g，500mg，100mg の分銅をのせたときつりあった。この物体は何 gか。 

(3) 正しい操作を行った場合，(2)で最初にのせたのは何 g の分銅か。また，最後にのせたのは

何 gの分銅か。 

[解答] 

(1) 右Ⅳ (2) 52.6gⅣ (3) 最初：50g 最後：100mgⅡ 
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[C 問題] 

 右の図は，上皿天びんで物体の質量を計ったときの途中の状態を示したものである。 

(1) 図の 50g の分銅と 10g の分銅のうち，先に皿にのせたのは

どちらか。 

(2) 図の状態から考えて，この物体は( ① )g よりは重く，

( ② )g より軽いことがわかる。 

(3) 図の状態のとき，次にどのような繰作をすればよいか。 

(4) 分銅をあつかうときは何という器具を使うか。 

[解答] 

(1) 50gⅠ (2)① 50Ⅰ ② 60Ⅰ (3) 10g の分銅を 5g の分銅と取りかえるⅡ (4)ピンセット 

 

[B 問題] 

 メスシリンダーの操作について，次の各問いに答えよ。 

(1) めもりは，図の A，B，C のどれを読むか。 

(2) 目の位置は a，b，c のどれが正しいか。 

(3) めもりは目分量で 1めもりの何分の 1まで読みとるか。 

(4) 図の液の量は何 cm3か。 

[解答](1) C (2) bⅤ (3) 10 分の 1Ⅱ (4) 9.20 cm3Ⅴ 

 

[C 問題] 

(1) 密度は，物質 1cm3あたりの(  )であらわす。 

(2) 水 100g の体積は 100 cm3であった。水の密度
みつ ど

はいくらか。 

(3) 体積が 5.0 cm3，質量 13.5g のアルミニウムの密度はいくらか。 

(4) 銅の密度は 8.9g/cm3である。10 cm3の銅の質量はいくらか。 

(5) 空気の密度は，0.0012g/cm3である。では，1 m3では何 kg になるか。 

(6) 質量が 275.1g の鉄のかたまりがある。このかたまりの体積は何 cm3か。ただし，鉄の密度

は 7.86 g/cm3とする。 

(7) 物質を密度で区別することはできるか。 

[解答](1) 質量Ⅰ (2) 1 g/cm3 (3) 2.7 g/cm3Ⅰ (4) 89gⅡ (5) 1.2kgⅠ (6) 35 cm3Ⅰ (7) 

できるⅡ 
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[B 問題] 

 ある物質 Aの質量を上皿てんぴんで測定し，体積をメスシリンダーで測定した。次の各問いに

答えよ。 

(1) 物質 A の質量を測るとき，次の分銅が皿にのっていたとすると，A の質量は何

gか。 

    50g…1 個  20g…2 個  5g…1 個  100mg…1 枚 

(2) 物質 A をメスシリンダーに入れると水面が図のようになった。A の体積はいく

らと読めばよいか。ただし，最初にはいっていた水の量は 30cm3 であった。た

だし図のメスシリンダーの 1目盛りは 1 cm3とする。 
物質名 密度(g/cm3) 

アルミニウム 2.7 

金 19.3 

銅 9.0 

鉄 7.9 

(3) 物質 A の密度はいくらになるか。四捨五入により小数第 1

位まで求めよ。 

(4) 右の表から考えてこの物質Aは何からできている物だと考

えられるか。 

[解答] 

(1) 95.1gⅣ (2) 12.3 cm3Ⅲ (3) 7.7g/cm3Ⅴ (4) 鉄Ⅳ 

 

 

[C 問題] 

(1) 右表のうち，水に浮く物質は何か。 

(2) 表中の物質を同じ体積で比べたとき，もっとも重い物質はどれ

か。 

(3) 鉄 10gと銅 10gの体積を比べたとき体積が大きいのはどちらか。 

固体 密度 

氷(0℃)  0.92 

アルミニウム  2.69 

鉄  7.86 

銅  8.93 

[解答](1) 氷 (2) 銅Ⅱ (3) 鉄Ⅱ 
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[C 問題] 

 次の各問いに答えよ。 

(1) a～f の中で水の密度
みつ ど

とちょうど同じものがある。どれか。 

(2) a～f の中で水に浮くものはどれか。 

(3) 密度がもっとも小さいものはどれか。 

(4) 同じ質量で体積がもっとも小さいものはどれか。 

(5) 同じ物質からできているのはどれとどれか。 

[解答] 

(1) c (2) e と f (3) fⅠ (4) bⅠ (5) a と dⅠ 

 

 

[C 問題] 

二酸化炭素(CO2)の入った缶をその缶ごと質量

を測ったら 98.6g あった。次に，水そうに沈めた

メスシリンダーの中にその C2を 200cm
3出した後，

CO2 の入った缶の質量を測ったら 98.2g になって

いた。このことから，CO2の密度を計算せよ。単位

もしっかりと書くこと。 

[解答] 

0.002g/cm3Ⅰ 
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[印刷／他の PDFファイルについて] 

※ このファイルは，FdText理科(6,200円)を PDF形式に変換したサンプルで印刷はできないよ

うになっています。製品版の FdText理科はWord(または一太郎)の文書ファイルで，印刷・編集

を自由に行うことができます。さらに，製品版には，この問題解答一体形式のほかに，問題解答

分離形式を収録していますので，購入後ただちに印刷して使うことができます。 

※ FdText理科の全 PDFファイル，他の科目(数学・英語・社会・国語)の各 PDFファイル，お

よび製品版の購入方法は，http://www.fdtext.com/txt/index.html に掲載しております。 

 

※ 下図のような，[FdData無料閲覧ソフト(RunFdData)]を，お使いになっているWindowsに

インストールすれば，FdData中間期末・FdData入試の全 PDFファイルを閲覧することができ

ます。この PDF ファイルは，印刷・編集はできませんが，試験前に，画面を見ながら目で問題

を解いていくだけでも一定の学習効果が期待できます。 

[FdData無料閲覧ソフト]ダウンロードのページ：http://www.fdtext.com/lnk/dwn2.html  
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